中学校第１学年○組　学級活動学習指導案
１　題材　「自分を知る，友だちを知る」

　　　　　　内容（２）イ　自己及び他者の個性の理解と尊重
２　題材について

(1) 生徒の実態

本学級の生徒は，明るく活発で授業や話合い活動では自分から挙手し意見を発表する生徒が多い。中学校生活も３ヶ月が経過し，いくつかの小学校から集まった生徒が一緒の学級で生活していく中で学校生活や中学校の学習の進め方にも慣れてきている。しかし，一方で，新しい友達関係や学習面で悩んでいたり，不安を抱えていたりする生徒も少なくない。また，自分自身を客観的・総合的に捉えきれないため，自分の長所（や欠点等）をよくわからないと言う生徒が意外と多い。こうした時期にこそ，望ましい人間関係を基盤とした自他の理解が促進できるような取り組みを行うことが必要であると考える。
(2) 題材設定の理由

互いの個性を理解することや，互いの個性を尊重しながら，学校生活を送ること，互いに協力しながら学級活動や学校行事に取り組むことは，学校生活の深化充実につながると考える。しかし，自他の個性を客観的・総合的に捉えるためには，それぞれの人がそれぞれの個性についてどのように捉えているかを聞くなどの時間が必要であり，互いに望ましい人間関係を形成することを通して個性に対する理解は深まるものと思われる。
　本題材では，実践では，ペア活動により，互いの意見を聞き合える温かい関係づくりをしながら，自他の個性について率直に考えを語らせたい。次に話合い活動を通して，いろいろな考えを共有させることで，生徒一人一人の実態に応じた自他の個性を認め生かすためのめあてを設定させ，係活動や当番活動など学校生活への取り組みの充実につなげたい。また，お互いの個性に気付き，それを積極的に受け止め，さらに生かしていこうとする，支持的風土づくりの素地としたい。

３　指導のねらい

お互いの個性に目を向け，互いの個性を尊重し合いながら協力する学級を目指した話合いを通して，自分には何ができるかということを考えさせる。生徒は自ら設定しためあてに基づいて実践に取り組むことを通して，個性を尊重し合う学級集団にしようと協力することの大切さに気付かせる。

４　学級活動（２）の評価規準
	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団や社会の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の個性を見つめるとともに，他者の個性を理解し，互いに尊重し合いながら豊かな人間関係を育もうとしている。
	自己の個性や適性について考え，他者の個性を理解し尊重している。
	話合い活動を通してたてためあてを実践することで，自己理解・他者理解を深めている。


５　指導の過程
(1) 事前の指導と生徒の活動

	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	５月28日
	・ペア活動で次の４テーマの互いの考えを聞き合う。



	・話し方や聞き方にはくせがあり，聞き合う活動を通して整える事の重要性を説明する。
	【関心・意欲・態度】
・相手とコミュニケーションをとろうとしている。

〔観察〕
・オープンクエスチョンによる聞き方を実践し，相手の発言をきちんと記録している。
〔話したことカード，観察〕


	６月30日

６月４日
	◇計画委員会

・ペア活動で出た意見を基に実態を分析し，題材を設定する。

・提案理由を検討するとともに，話合いの柱を設定し，本時の活動計画を作成する。
	・生徒の意見を踏まえ，本時の流れなどを検討し，活動に見通しをもたせる。
	【関心・意欲・態度】
・話合い活動が充実するように，自主的，自律的に準備を進めようとしている。
〔観察〕

	６月５日
	帰りの会

・題材に対する自分の意見を学級会ノートに記入する。
	・話したことカードを振り返らせながら，学級会ノートに意見を書かせる。
	【関心・意欲・態度】
・題材に関心をもち，自主的に自己の考えをまとめようとしている。
〔学級会ノート〕


(2) 本時の指導と生徒の活動

　　ア　本時の題材　「互いに個性を輝かせよう」

　　イ　生徒の活動計画　※学級会ノート

　　ウ　本時のねらい

　　　○　互いの個性を理解し尊重しながら，学校行事や学級活動において互いに協力して積極的に取り組めるような学級集団を意識させる。
○　話合い活動への参加を通して，自分ができることを考えさせるとともに，自分のめあてへの意欲をもたせる。
　　エ　教師の指導計画

	
	活動の内容
	指導上の留意点
	資料等
	目指す生徒の姿と
評価の方法

	活

動

の

開

始

６

分
	１　はじめの言葉
２　司会団の紹介

３　題材と提案理由，話合いのめあての確かめ

	・計画委員会での検討の経緯について説明するよう助言する。

・題材の価値や提案理由に関する補足をしながら，学級の連帯感が深まるような話合いになるよう助言する。
	学級会ノート
	

	活

動

の

展

開

30
分
	４　話合い

(1) 柱1の前の教師の話

柱１　「自分らしさやその人らしさに気付いていますか」
(2) 柱２の前の教師の話

柱２　「自分らしさやその人らしさを大事にすることはどうして大切なのだと思いますか」
(3) 柱３の前の教師の話

柱３　「１－○のみんなが自分らしさやその人らしさに気付き，それを大事にするためには，あなたは何をすればよいと思いますか」

	・ペア活動で考察した学級や自分の実態を踏まえ，自分の意見を率直に発言するように促す。

・柱１で発表された意見を振り返りながら，互いの個性を大事にすることの大切さを，体験を踏まえて考えるように助言する。
・オープンクエスチョンによる聞き方などを取り入れ意見の交流が活発に行われるよう助言する。

・日常生活の具体的な場面を例に考えるよう助言する。
・柱１，２で発表された意見を振り返りながら，一人一人に求められる考え方や行動の仕方について例示し，実践への意欲を高める。

	学級会ノート

	【思考・判断・実践】

・それぞれの柱に適した自分の意見を考え，発表している。

〔観察・学級会ノート〕


	活

動

の

ま

と

め

14

分
	５　話合ったことの確認

６　話合いの気付き・自分のめあて

７　グッジョブ賞の発表

８　教師の話

９　終わりの言葉
	・本時の話合い活動を通して気付いたことや考えたことなど，学級会ノートに記入するよう助言する。
・話合いの雰囲気を盛り上げた発言や司会団の活動などを称賛するとともに，実践に向けての意欲を高める。
	学級会ノート

めあてカード

表彰状

	【思考・判断・実践】
・話合いの流れを踏まえ，
自分にあった具体的なめあてを立てている。
〔めあて，学級会ノート〕



(3) 事後の指導と生徒の活動

	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	６月６日
～20日

	・話合い活動における自分のめあてに基づいて活動する。

・振り返り活動

	・朝の会で，自分のめあてについて確認させ，今日のめあてを実践する場面を想起させる。

・帰りの会で，振り返りシートにめあての達成度と活動の振り返りを記入させる。
	【関心・意欲・態度】

・振り返りカードに自分の実践に対する振り返りを記入している。

〔観察，振り返りカード〕

【思考・判断・実践】

・振り返りを通して，めあてに対する自分の課題や向上した点について記述している。

〔振り返りカード〕








①　身近な人を一人思い浮かべて，「その人らしさ」を教えてください。


②　あなたの「自分らしさ」を教えてください。


③　自分らしさやその人らしさを大事にすることはどうして大切だと思いますか。


④　１－○のみんなが自分らしさやその人らしさに気付き，それを大事にするためには，あなたは何をすればよいと思いますか。」














